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*1）尊皇攘夷：幕末から明治維新にかけて志士たちの間に広まった「天皇を尊び、外国人を追い払え」という思想。
*2）大政奉還：1867年、徳川慶喜が政権を朝廷に返し、鎌倉幕府以降約700年続いた武士による政治が終わりを告げた。

栄一は、優秀な人材育成が必要だと考え教育に力を入れ
ました。著書『論語と算

そろばん
盤』に「女性にも男性と同じ国民と

しての才能や知恵、道徳を与え、ともに助け合っていかなけ
ればならない」と記しているように、女子教育を支援しました。

また、養育院の仕事に60年近く携わるなど、福祉や医療
活動にも力を尽くしました。

精力的に生き、1931（昭和６）年、91歳でその生涯を閉
じました。

帰国後、栄一は大政奉還*2により徳川慶喜が蟄
ちっきょ

居し
た駿

すんぷ
府藩（現在の静岡県）で「商法会所（先駆的な株

式組織）」を創設し、藩の財政立て直しに取り組みます。
その姿が新政府の目にとまり、民部省（その後大蔵省、
現在の財務省）の役人となり、税制や貨幣制度、単位
の基準、郵便制度などを整えていきます。33歳で大蔵
省を辞めた栄一は、民間の実業家として第一国立銀行
を設立。また、製紙会社や紡績会社をはじめ500もの
会社に関わり、日本産業の基盤を築いていきました。

動乱の中、生きて社会を変えていくことを決意し、一橋
家の仕官となります。27歳のとき、征夷大将軍徳川慶

よしのぶ
喜

の弟、徳川昭
あきたけ

武について渡欧し、パリ万国博覧会（1867
年）にも行きました。電灯やエレベーター、蒸気機関車など
ヨーロッパの新しい技術に触れて衝撃を受けたことが、栄
一の人生を大きく変えます。ヨーロッパ滞在中、日本は江
戸時代から明治時代へと変わります。

幕府の役人となり渡欧、パリ万博で衝撃を受ける

教育機関・社会公共事業の支援に取り組む

明治新政府の役人、民間の企業人として
新しい産業を立ち上げていく

渋沢栄一は1840（天保11）年、武
むさしのくにちあらいじまむら

蔵国血洗島村（現在
の埼玉県深谷市）の豊かな農家の長男として誕生。幼い頃か
ら「論語」などを学び、また家業の藍玉作りや買い付けで商
売の何たるかを学び、人心の掌握術も体得していきました。

また、代官の農民を下に見る態度に憤りを感じることもあり、
幕末の世を憂えて「尊

そんのうじょうい
皇攘夷*1」の思想を持ち、国の政治

に関わろうと行動します。

農家の長男に生まれ
家業を手伝いながら学び、志を持つ
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『渋沢栄一伝記資料』渋沢
青淵記念財団竜門社編、渋
沢栄一伝記資料刊行会刊。
本編全58巻、別巻全10巻。
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跡見花蹊女史は、若い頃か
ら文芸に秀でていただけでな
く、学校を建てて多くの女性
たちを教育し、世の中の人
で女史の名前を知らない者は
いない。女史が、国の学問
や芸術の発展に長く貢献さ
れてきたことは、国家のため
にも喜ばしいことだ。
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